
地震による家屋の倒壊から命を守る地震による家屋の倒壊から命を守る

　プロジェク　プロジェクト「ＴＯＵＫＡＴＯＵＫＡＩ－０」－０」
地震による家屋の倒壊から命を守る地震による家屋の倒壊から命を守る

　プロジェク　プロジェクト「ＴＯＵＫＡＴＯＵＫＡＩ－０」－０」
地震による家屋の倒壊から命を守る

　プロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ－０」

【補助金額】 【補助金額】

撤去 改善

工事費と「38,400円×長さ(ｍ)」を比較して安い額の

2分の1　上限250,000円

工事費と「8,900円×長さ(ｍ)」を比較して安い額の

2分の1　上限100,000円

その他の
住宅関係

制度

・がけ地近接危険住宅移転事業

　がけ地等に近接している危険住宅の移転を実施する住民に対する補助制度です。

・建築物アスベスト改修事業（事業期間：平成28年度末まで）

　アスベストの含有分析調査、除却等に対する補助制度です。

　含有分析調査（補助率10/10、上限250,000円）　除却等（補助率2/3、限度額は面積による）

無料診断

市から派遣する耐震診

断補強士が耐震診断を

実施します。

診断費用は助成により

無料です。

補強計画の作成

耐震診断の結果、耐震性のない

建物についての補強計画を作成

し、費用の一部を助成します。

【補助金額】

○一般世帯　96,000円

○高齢者（65歳以上）のみの世帯

　144,000円

耐震補強工事

補強計画に基づき、耐震補強工

事を実施し、費用の一部を助成

します。

【補助金額】

○一般世帯　500,000円

○高齢者（65歳以上）のみの世帯

   700,000円

大規模地震による家屋の倒壊から命を守るた

め、木造住宅の耐震化をしましょう

対象

昭和56年５月31日以前に建築（着工）した木

造住宅（戸建住宅・長屋・共同住宅）が対象

です。耐震診断、補強計画作成、補強工事ま

でのそれぞれの行為で補助金等が受けられます。

詳細はお気軽にお問い合わせください。

木造住宅の木造住宅の
耐震化耐震化

木造住宅の
耐震化

地震後の津波からすばやく非難するために危

険なブロック塀の撤去・改善をしましょう

対象

撤去：地震発生時における倒壊、または転倒

　　　の危険性のあるブロック塀。

改善：県の定める緊急輸送路（国道135･136号

　　　線、県道414号線）に面するブロック塀。

ブロック塀のブロック塀の
撤去・改善撤去・改善

ブロック塀の
撤去・改善
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問合せ先　建設課都市住宅係　☎㉒２２１９

転倒防止対策の一例
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６
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
、
須

崎
の
グ
リ
ー
ン
エ
リ
ア
駐
車
場
で

自
衛
隊
と
米
陸
軍
の
合
同
防
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

訓
練
期
間
中
に
は
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
離
発
着
や
関
係
車
両
の
往

来
が
あ
る
た
め
、
訓
練
時
の
安
全

確
保
を
目
的
に
、
駐
車
場
へ
の
入

場
規
制
を
行
い
ま
す
。
御
理
解
と

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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平
成
28
年
４
月
14
日
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
で
は
、
昭
和
56
年
の

新
耐
震
基
準
以
前
に
建
て
ら
れ
た

家
屋
を
含
め
、
多
く
の
家
屋
が
倒

壊
し
、
倒
壊
し
た
家
屋
の
下
敷
き

に
な
る
な
ど
し
て
、
沢
山
の
方
が

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

家
屋
の
倒
壊
や
家
具
の
転
倒
を

防
ぐ
こ
と
は
、
命
を
守
る
た
め
だ

け
で
な
く
、
発
災
後
の
迅
速
な
避

難
の
た
め
に
も
と
て
も
重
要
で
す
。

　

下
田
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
無

料
耐
震
診
断
や
耐
震
補
強
工
事
助

成
制
度
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
耐
震
補
強
工
事
に
は
多

く
の
費
用
が
掛
か
る
た
め
、
よ
り

安
価
で
住
宅
の
中
に
安
全
な
場
所

を
確
保
で
き
る
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

設
置
へ
の
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。
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宅
の
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化
等
と
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せ
て
、

ご
家
庭
の
家
具
転
倒
防
止
も
積
極

的
に
進
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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４
月
か
ら
改
定
さ
れ
た
新
年
度

の
年
金
額
の
総
額
を
お
知
ら
せ
す

る
も
の
で
す
。

　

平
成
28
年
度
は
全
部
で
ど
れ
だ

け
年
金
が
支
給
さ
れ
る
の
か
が
、

示
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

支
払
月
（
基
本
的
に
は
偶
数
月
）

そ
れ
ぞ
れ
の
月
に
支
給
さ
れ
る
年

金
支
払
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
す
。

　

既
に
、「
年
金
額
改
定
通
知
書
」

や
、「
年
金
振
込
通
知
書
」
が
届
い

て
い
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
支
給
さ
れ
る
年

金
額
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

年
金
額
改
定
通
知
書

　
　
　
　

年
金
振
込
通
知
書
と
は

年
金
額
改
定
通
知
書

な
ぜ
６
月
な
の
？

年
度
途
中
で

　
　

通
知
が
来
る
こ
と
も

年
金
振
込
通
知
書

壁に強度が足りない場合
は当て木を付け、ネジが
抜けないようにする

粘着マットを付けるときは、
上部にも器具を付けるとより効果的

上下にわかれている
家具は金具で連結する

ビン類は飛び出さな
いようにストッパー
を付ける

扉は開かない
ように留め具を付ける

キャスターは移動
しないようにする

金具で壁と
直接ネジで留める

突っ張り棒を使うときは、
家具の下部も固定すると
より効果的

家具転倒防止板
を挟み込む

６
月
初
旬
に
届
き
ま
す

　

平
成
28
年
度
の
年
金
額
な
の

に
、
な
ぜ
３
月
や
４
月
に
通
知
が

届
か
ず
、
６
月
な
の
か
と
疑
問
に

思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
、
４
月
に
支
給
さ
れ
る

年
金
は
「
４
月
、
５
月
分
」
の
年

金
で
は
な
く
、「
２
月
、
３
月
分
」

の
年
金
だ
か
ら
で
す
。
６
月
に
支

給
さ
れ
る
年
金
が
「
４
月
、
５
月

分
」
と
、
新
年
度
の
年
金
額
に
な

る
の
で
、
毎
年
６
月
初
旬
に
新
年

度
の
通
知
が
届
き
ま
す
。

　

遺
族
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
に

な
っ
た
場
合
や
、
健
康
保
険
税

（
料
）
を
特
別
徴
収
（
年
金
天
引

き
）
し
て
い
る
場
合
に
、
保
険
料

の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
、
支

給
さ
れ
る
金
額
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
、
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、

そ
の
都
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

用
で
き
る
環
境
に
あ
る
場
合
は
、

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
い
つ
で

も
受
給
す
る
年
金
額
を
確
認
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
民
保
険
課
国
保
年
金
係

　
　
　

（
窓
口
③
）☎
㉒
３
９
２
２

支えあい支えあい、
支えあう支えあう

「年金「年金」ってって
とっても大事とっても大事

支えあい支えあい、
支えあう支えあう

「年金「年金」ってって
とっても大事とっても大事

支えあい、
支えあう

「年金」って
とっても大事

い
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